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原研 別 役 広
二次元系の相転移の存在とその性質に関する問題は,この十年間多くの研究者の関心
を集めてきた1.)Blochのスピン波の理論によると,二次元系は相転移を起さないという




ると主張した｡ その直後 Merminと Wagner4) は,二次元系では有限温度で長距離秩序
度は存在し得ないことを厳密に証明した｡
厳密に等方的で厳密に二次元的な物膚は現実には存在 しないので,相転移の存在を実
験的な方法で解決することはできない｡従って他の近似的方法を用いることが望しい｡
その方法の一つはモンテカルロ法を用いた計算機実験の方法である｡この方法を用いて,
二次元-イゼンベルグ模型 と平面回転子系の性質を調べた｡ハイゼンベルグ系のハミル
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